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文芸投稿 4 月度(4/26 放送)のテーマ: 「タケノコ」に関するエッセイ 

エッセイテーマ : 「タケノコ」 

タケノコと言えばタケノコご飯が美味しい季節だ。ただ最近はあまり口にする機会が少な

い。自分でタケノコを買ってきて料理をすることが無いからかもしれない。これを機会に奥

さんに頼んでタケノコ料理を久しぶりに作ってもらった。タケノコとワカメの煮物だ。うま

い!。味付けは奥さんのものだ。タケノコが成長して竹になるのだが、整備された竹林の美

しさには心が癒されるものだ。日本人の心を表現するものとして、よく外資系の会社の庭に

竹が植えられているのを目にすることがある。そういえば私の昔所属していた外資系の会

社でもよく見かけたものだ。竹の成長の早さはすさまじく、1 日に 1m 以上も伸びる時もあ

るという。他の樹々よりも早く成長して、太陽の日の光を存分に吸収して生存競争を勝ち抜

いているのですね。土の下で互いに茎で結ばれていて、養分を供給しあっている。成長した

竹には節があり、中が空洞になっており、根元と先端の方は節の間隔が狭く、途中は広くな

っているとのこと。これは、根元と先端は強固に、途中はしなやかさを保つためだそうだ。

強風にあおられても折れないようになっているのだそうだ。コンクリート製の電信柱も、中

が空洞になっていて強風でもたわむように作られていて、小資源化もされているとのこと。

日本人にとって馴染みのある竹かんむりの漢字には笛、筒、箱などがあるが、竹取物語も非

常に有名です。竹から生まれたかぐや姫、最初はほんの 10 センチ程度だったのが、わずか

数か月で成人してしまうほどの急成長を遂げました。作者は、かぐや姫の成長の早さを竹の

成長の早さになぞらえたのでしょうね。 
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